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一般国道２４号は、京都市下京区を起点に奈良県を南北に縦断し、

和歌山県和歌山市に至る延長約１４０ｋｍの主要幹線道路です。 
このうち、京都市内の塩小路通から八条通間のＪＲとのアンダーパ

ス部分は、道路幅員約６．５ｍ、桁下空間２．１ｍであり、大型車両

が通行できない状態であるため、交通の隘路となっています。 
八条坊門立体交差は、京都市施行の住宅地区改良事業と調整を図り、

道路幅員、桁下空間の改良を行い、隘路区間を解消するとともに、交

通サービスの向上、地域整備の促進を目的として計画された事業です。 
 
■位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 国道２４号の隘路区間の解消 

○ 交通サービスの向上 

○ 地域整備の促進 

事 業 の 目 的 

京都市 
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・起 終 点  起点）京都府京都市

きょうとし

下京区
しもぎょうく

上之町
かみのちょう

 
終点）京都府京都市

きょうとし

下京区
しもぎょうく

西之町
にしのちょう

 
・計 画 延 長  Ｌ＝０．３ｋｍ 
・幅 員  Ｗ＝約２３．０ｍ 
・構 造 規 格  第４種第１級 
・設 計 速 度  ６０ｋｍ／ｈ 
・車 線 数  ４車線 
・全体事業費  約１００億円 
 
・計 画 図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・標準断面図 
 

 

 

 

 

 

 

・計画縦断図 
 

計 画 の 概 要 
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１．事業の経緯 

・都市計画決定  昭和 ３年５月 
・事 業 化  昭和４１年度 
・用 地 着 手  昭和６０年度 
・工 事 着 手  昭和６０年度 

昭和６１年１０月「国鉄部（Ⅰ期工事）」 
（平成 ７年３月完成） 
平成 ６年４月「建設省（Ⅰ期工事）」 
（平成１０年５月完成） 
平成１０年１２月「建設省（Ⅱ期工事）」 
平成１３年５月「ＪＲ西日本（Ⅱ期工事）」 
平成１４年５月「国土交通省（Ⅲ期工事）」 

 

２．事業の進捗状況 

・事業進捗率   ６１％（平成１６年度末現在） 
・用地取得率  １００％（平成１６年度末現在） 

面積ベース（公共用地除く） 
 

事業の経緯及び進捗 
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３．事業の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・昭和６１年１０月 国鉄部（Ⅰ期工事） 
 
 
 
 
 
 
 
 
・平成 ７年３月 ＪＲに委託したⅠ期工事 完成（昭和６１年着手） 
・平成１０年５月 Ⅰ期側暫定供用開始 
・平成１４年３月 高瀬川付け替え工事完成、Ⅲ期工事着手（国交省） 
 
 
 
 
 
 
 

（着手前） （Ⅰ期工事着手） 

（高瀬川付け替え工事完成） （暫定供用開始） 

Ⅰ期工事（ＪＲ西日本）Ⅰ期工事（国土交通省） Ⅰ期工事（国土交通省）Ⅳ期工事（国土交通省）

Ⅱ期工事（ＪＲ西日本）Ⅱ期工事（国土交通省） Ⅱ期工事（国土交通省）Ⅲ期工事（国土交通省）

Ⅰ期工事（ＪＲ西日本）Ⅰ期工事（国土交通省） Ⅰ期工事（国土交通省）Ⅳ期工事（国土交通省） Ⅰ期工事（ＪＲ西日本）Ⅰ期工事（国土交通省） Ⅰ期工事（国土交通省）Ⅳ期工事（国土交通省）

Ⅱ期工事（ＪＲ西日本）Ⅱ期工事（国土交通省） Ⅱ期工事（国土交通省）Ⅲ期工事（国土交通省） Ⅱ期工事（ＪＲ西日本）Ⅱ期工事（国土交通省） Ⅱ期工事（国土交通省）Ⅲ期工事（国土交通省）

ＪＲ西日本(委託）

京都市

Ⅰ期工事 Ⅳ
期

Ⅱ期工事 Ⅱ期工事

（本線） （側道）

Ⅲ期工事

国土交通省

17 185 6 7 82 3

高瀬川
付け替え

19

Ⅰ期工事 Ⅱ期工事

13 14 15 169 11
年度

昭和 平成
61 62 63 1 4 10 12



 5

 
 
 
 
 
 
 
・平成１７年１２月 現在、本体及び側道部を施工中 
・平成１９年度 全区間完成予定（供用開始） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・昼間、営業中の鉄道直下での慎重な施工に時間を要しました。 

※ ＪＲ制約：ＪＲ軌道沈下量の観測（３ｍｍ以内） 
・不要となったポイントの設備が地中に存在し、土留めの鋼鉄製の管

の設置に障害となったため、人力で取り壊しながらの施工となり、時

間を要しました。 
 

（現 在） （完 成） 

（鉄道直下での施工） （人力による取壊し）

ＪＲ西日本(委託）

京都市

Ⅰ期工事 Ⅳ
期

Ⅱ期工事 Ⅱ期工事

（本線） （側道）

Ⅲ期工事

国土交通省

17 185 6 7 82 3

高瀬川
付け替え

19

Ⅰ期工事 Ⅱ期工事

13 14 15 169 11
年度

昭和 平成
61 62 63 1 4 10 12
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４．関係機関との調整 

昭和４１年度に事業化し、隣接する住宅地区改良事業と併せ

て事業を進めていますが、ＪＲとの近接工事の制約等により時

間を要しています。 
現在は事業の支障となる用地・物件も解決し、平成１９年度

の供用に向け事業を推進しているところです。 
※ ＪＲ制約：ＪＲ軌道沈下量の観測（３ｍｍ以内） 
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５．現在の状況 （平成１７年１１月撮影） 
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１．社会的背景 

【人口の推移】 
・京都市の人口は、昭和４０年以降ほぼ横ばいとなっています。 

常住人口の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【自動車保有台数の推移】 
・京都市の自動車保有台数は、昭和４０年以降増加傾向となっていま

す。 
自動車保有台数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.01

1.22
1.27 1.28

1.071.08

1.07
1.00

1.13

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

S40 S50 S60 H7 H17
（年　次）

（伸び率）

京都市

全国

事業を取り巻く社会状況 

4.60 4.78

6.64

9.75

11.08

3.66

2.48
1.00

3.99

1.00

4.00

7.00

10.00

13.00

S40 S50 S60 H7 H16
（年　次）

（伸び率）

京都市

全国

（出典）国勢調査、住民基本台帳(H17)
※ 各年の伸び率は、昭和 40年度を 1.0とした場合の値 

（出典）京都市統計書、運輸省陸運統計要覧
※１ 自動車保有台数は、乗用車、貨物車、乗合車、特殊用途車、軽自動車及び小型二輪車の合計
※２ 各年の伸び率は、昭和 40年度を 1.0とした場合の値                  
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【観光入込客数への対応】 
・京都市を訪れる観光客数は、年々増加しています。 
・八条坊門立体交差は、京都観光の玄関口であるＪＲ京都駅に隣接し

ており、観光ルートとしての役割が期待されています。 
観光入込客数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市内主要訪問地 上位１０箇所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.81

2.08
1.751.74

1.00

1.40

1.80

2.20

S40 S50 S60 H6 H16
（年　次）

（伸び率）

京都市

13.1 12.9
10.5

8.1 6.7 6.5 6.0

24.5

14.9 13.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

清

水

寺

嵐

山

金

閣

寺

銀

閣

寺

南

禅

寺

高

台

寺

八

坂

神

社

知

恩

院

二

条

城

三

十

三

間

堂

（%）

（出典）京都市観光調査年報 
※ 各年の伸び率は、昭和 40年度を 1.0とした場合の値 

（出典）京都市観光調査年報（平成 16年）
※ 複数回答があるため合計は 100%にならない
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２．八条坊門立体交差の沿線交通状況 

【周辺の交通量】 
・国道２４号及びその並行路線では、交通量が交通容量を超過し、交

通混雑が発生しています。また、大型車がＪＲ京都駅西側地域の路

線に集中しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35,169
39,565

35,060
39,817

12.2

16.0

10.610.9

0

20,000

40,000

60,000

80,000

H2 H6 H9 H11
(年次)

(台/日)

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

(％)

平日混雑度：1.65

休日混雑度：1.06

24,081台/日
19,362 19,553 20,795 21,293
4.0 4.0

4.94.8

0

20,000

40,000

60,000

80,000

H2 H6 H9 H11
(年次)

(台/日)

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

(％)

平日混雑度：1.31

休日混雑度：0.95

16,235台/日

18,685 20,862
22,183

18,032

5.7
7.0

9.9

6.6

0

20,000

40,000

60,000

80,000

H2 H6 H9 H11
(年次)

(台/日)

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

(％)

平日混雑度：1.56

休日混雑度：1.26

11,588台/日

61,082
55,454 55,467 57,838

6.7
7.5

12.5

7.9

0

20,000

40,000

60,000

80,000

H2 H6 H9 H11
(年次)

(台/日)

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

(％)

平日混雑度：1.88

休日混雑度：1.38

30,825台/日

　車種計交通量
　大型車混入率
　交通容量

（出典）H11道路交通
センサス

伏見港京都停車場線 
（下京区東塩小路町） 

国道１号 
（下京区堀川堺町） 

七条大宮四ツ塚線 
（南区東寺東門前町） 

国道２４号 
（南区東九条柳下町） 
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【現道の状況】 
・ＪＲ京都駅東側のＪＲを越える部分は、道路幅員約６．５ｍ・桁下

空間２．１ｍであり大型車両が通行できず大半が２車線で、交通の

隘路となっています。 
・子供や高齢者が、安全で快適に通行できる状況にありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 現在のＪＲを越える部分付近（写真 上：北側 下：南側） 

工事着工前のＪＲを越える部分付近の状況 
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３．周辺の主な開発事業等 

【住宅地区改良事業】 
・ 京都市は、継続している住宅改良事業の推進を図る必要がある北

部地域について住宅等の建設を進めています。 
 

事業地区名 事業計画年度 地区指定面積 

崇仁
すうじん

北部 

第三地区 

昭和５８年～ 

平成２０年（予定）
２２，１０３㎡ 

崇仁
すうじん

北部 

第四地区 

昭和６０年～ 

平成２３年（予定）
６４，０００㎡ 

（出典）京都市資料及び聞き取り調査 

 

（出典）京都市資料 

第四地区

第三地区
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４．地域における計画 

八条坊門立体交差は、下記の計画に位置づけられています。 
 
◆ 京都市基本計画（平成１３年１月） 

 
 

５．要望経緯 

（最近の動向） 

平成１０年８月 京都市長が八条坊門立体交差事業の促進を要望 
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１．国道２４号の隘路区間の解消 

ＪＲのアンダーパス部分の桁下空間が２．１ｍから４．５ｍに、車

線数が２車線から４車線に改良され、大型車両の通行が可能になりま

す。また、道路拡幅により交通容量の増大が図られ、交通混雑の緩和

が期待されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八条坊門立体交差事業付近における交通容量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 の 整 備 効 果 

（出典）H11道路交通センサス
※ グラフ中の数値は、現況交通量（台/日）を示す

将来交通容量
48,000 台/日

現況交通容量
16,235 台/日

（台/日）

21,293

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
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２．交通サービスの向上 

ＪＲ京都駅東側地域を南北に走る路線の多くが２車線であるため、

ＪＲを横断する交通はＪＲ京都駅西側地域の路線に集中しています。 
八条坊門立体交差の整備により、ＪＲ京都駅西側地域の路線に集中

している交通の分散が図られ、ＪＲ京都駅周辺における交通混雑の緩

和が期待されます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

交通量

19,400 8,500

11,800 37,500

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

将来

(整備なし)

将来

(整備あり)

31,200

(台/日)

46,000

交通量

37,600 36,700

73,600
64,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

将来

(整備なし)

将来

(整備あり)

111,200(台/日)

100,700

車線数

2 2

2
4

0

2

4

6

8

10

将来

(整備なし)

将来

(整備あり)

(車線)

4

6

車線数

4 4

4 4

0

2

4

6

8

10

将来

(整備なし)

将来

(整備あり)

(車線)

88

国道２４号
(府)伏見港京都停車場線

（出典）H42将来交通量推計結果

ＪＲ京都駅西側地域 

ＪＲ京都駅東側地域 

国道１号
(都)大宮通
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３．地域整備の促進 

道路拡幅に伴う歩道の整備により、子供や高齢者の安全で快適な通

行を確保します。 
また、同時に整備される側道は、地域の生活道路としての快適な生

活環境をつくります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備前              整備後 
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【緊急・災害時のライフラインの確保】 
立体交差事業と同時に電気・電話・上水道などのライフラインをま

とめて地下に敷設する河原町共同溝を整備します。 
 
（共同溝の整備効果） 
・ 道路の掘り返し工事による交通渋滞、騒音・振動などを防止

し、沿道環境の改善を図ります。 
・ 地震・災害時でも影響を受けにくく、緊急時のライフライン

を確保します。 
・ 景観を阻害する電線・電柱がなくなり、古都にふさわしい景

観を演出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

共同溝イメージ図 
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路  線  名 一般国道２４号 

事  業  名 八条坊門立体交差 

延 長 ０．３ｋｍ 

 

□便益 

 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計  

基 準 年 平成１７年度  

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

238億円 19億円 6億円 ２６２億円 ･･･（Ｂ）

 

□費用 

 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計  

基 準 年 平成１７年度  

単 純 合 計 95億円 3億円 ９９億円 

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

119億円 1億円 １２０億円 ･･･（Ｃ）

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

 

＝２．２ 

 
 
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 便益の現在価値の合計（Ｂ）   ２６２億円  

 費用の現在価値の合計（Ｃ）   １２０億円 

費用便益分析の結果（事業全体） 



 19

 
 
 
路  線  名 一般国道２４号 

事  業  名 八条坊門立体交差 

延 長 ０．３ｋｍ 

 

□便益 

 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計  

基 準 年 平成１７年度  

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

238億円 19億円 6億円 ２６２億円 ･･･（Ｂ）

 

□費用 

 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計  

基 準 年 平成１７年度  

単 純 合 計 24億円 3億円 ２７億円 

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

23億円 1億円 ２４億円 ･･･（Ｃ）

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

 

＝１０．９ 

 
 
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 便益の現在価値の合計（Ｂ）   ２６２億円  

 費用の現在価値の合計（Ｃ）    ２４億円 

費用便益分析の結果（残事業） 
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八条坊門立体交差のうち、高瀬川以北を除く北向き車線（２車線）

は既に対面通行で供用しており、隣接する住宅地区改良事業との整合

を図った合理的な計画となっていることから、引き続き現計画に基づ

き事業を推進します。 
また、残事業区間の施工にあたっては、コストの縮減に努めながら

事業を推進します。 
 

コスト縮減や代替案立案等の可能性 
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（１）事業の必要性等に関する視点からの見解 

国道２４号のＪＲアンダーパス部分は、桁下空間が２．１ｍで

あるため、大型車が通行できない状態であり、主要幹線道路とし

ての機能が十分発揮できない状況が生じていることから、早急な

整備が必要となっています。 

八条坊門立体交差は、京都市都心部と京都市南部地域を連絡す

る道路であり、沿線地域や京都市南部地域の活性化を図るために

早期整備が求められています。 

なお、残事業をすすめる事による費用対効果は１０．９となっ

ており、事業実施の必要性が非常に高い事業と考えられることか

ら、今後も早期供用に向けて事業を進めていく予定です。 

 
（２）事業の進捗見込みの視点からの見解 

八条坊門立体交差については、平成１０年５月に高瀬川以北を

除く北向き車線（２車線）が完成し、対面通行で供用しています。   
今後、平成１９年度の供用を目途に残りの事業を推進していき

ます。 
 
（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解 

施工にあたっては、コストの縮減に努めながら事業を推進しま

す。 

対  応  方  針 
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◇ 対応方針（原案） 
【事業継続】 

一般国道２４号は、京都市都心部と京都市南部地域を連絡する

道路です。 

八条坊門立体交差は、国道２４号の隘路区間の解消、交通利便

性の向上を図るとともに、地域づくりの支援のため、早期整備が

求められています。 
今後とも、引き続き事業を推進し、平成１９年度の供用を目指

します。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チ ェ ッ ク リ ス ト 

 

 



 

 1 

事 業 名 八条坊門
はちじょうぼうもん

立体
りったい

交差
こう さ

 事業種別 二次改築 

起 終 点 
起点）京都市

きょうとし

下京区
しもぎょうく

上之町
かみのちょう

 
終点）京都市

きょうとし

下京区
しもぎょうく

西之町
にしのちょう

 
延 長 ０．３㎞ 

事 業 化 昭和４１年度 都市計画決定 昭和３年度 
用 地 着 手 昭和６０年度 工 事 着 手 昭和６０年度 

事 
業 
の 
概 
要 全体事業費 約１００億円 

事 
業 
の 
目 
的 

一般国道２４号は、京都市下京区を起点に奈良県を南北に縦断し、和歌山県

和歌山市に至る延長約１４０ｋｍの主要幹線道路です。 

このうち、京都市内の塩小路通から八条通間のＪＲとのアンダーパス部分

は、道路幅員約６．５ｍ、桁下空間２．１ｍであり、大型車両が通行できない

状態であるため、交通の隘路となっています。 

八条坊門立体交差は、京都市施行の住宅地区改良事業と調整を図り、道路幅

員、桁下空間の改良を行い、隘路区間を解消するとともに、交通サービスの向

上、地域整備の促進を目的として計画された事業です。 

位 
 
 
置 
 
 
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京都市 
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事 業 名 八条坊門
はちじょうぼうもん

立体
りったい

交差
こう さ

 事業種別 二次改築 

執行済み額 約６１億円（進捗率 約６１％） 

事業の進捗状況  
○事業の進捗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・事業進捗率  ６１％（平成１６年度末現在） 
 ・用地取得率 １００％（面積ベース、平成１６年度末現在、公共用地除く） 
○地元調整等 

昭和４１年度に事業化し、隣接する住宅地区改良事業と併せて事業を進

めていますが、ＪＲとの近接工事の制約等により時間を要しています。 

現在は、事業の支障となる用地・物件も解決し、平成１９年度の供用に

向け事業を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
供用目標等今後の事業の見通し  

事 
 
業 
 
の 
 
進 
 
捗 
 
状 
 
況 

・今後、平成１９年度の供用を目途に残りの事業を推進していきます。 



 

 3 

事 業 名 八条坊門
はちじょうぼうもん

立体
りったい

交差
こう さ

 事業種別 二次改築 

事 
業 
を

め

ぐ

る

社

会

情

勢

等 

 
客観的評価指標  
 

● 現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

■ 現道等における混雑時旅行速度が 20km/h 未満である区間の旅行速度の改善が期待される 

□ 現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が 10,000 台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待さ

れる 

□ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 

■ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる 

円滑な 

モビリティの 

確保 

□ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 

□ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる 

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる 

物流効率化の 

支援 

■ 現道等における、総重量 25t の車両もしくは ISO 規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する 

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である 

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する 

■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

■ 中心市街地内で行う事業である 

□ 幹線都市計画道路網密度が 1.5km/km2 以下である市街地内での事業である 

□ DID 区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する 

都市の再生 

□ 対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300 戸以上又は 16ha 以上、大都市においては 100 戸以上又は 5ha

以上)への連絡道路となる 

□ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）の位置づけあり 

□ 地域高規格道路の位置づけあり 

□ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する（A'路線としての位置づけがある場

合） 

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

□ 現道等における交通不能区間を解消する 

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する 

国土・地域 

ネットワークの

構築 

□ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

■ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する 

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する 

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される 

１．活力 

個性ある地域の

形成 

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である 

□ 自転車交通量が 500 台/日以上、自動車交通量が 1,000 台/12h 以上、歩行者交通量が 500 人/日以上の全てに該

当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安全性

の向上が期待できる 

歩行者･自転車

のための 

生活空間の形成 

□ 交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される 

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけあり 無電柱化による

美しい町並みの

形成 
■ 市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）等の幹線道路において新た

に無電柱化を達成する 

２．暮らし 

安全で安心でき

るくらしの確保 

□
三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

□ 現道等に死傷事故率が 500 件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又は

線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる 

安全な生活環境

の確保 

■ 当該区間の自動車交通量が 1,000 台/12h 以上（当該区間が通学路である場合は 500 台/12h 以上）かつ歩行者交

通量 100 人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が 40 人/日以上）の場合、又は歩行者交通量 500

人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される 

□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する 

■ 対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけ

がある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づ

けあり 

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する 

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'路線としての位置づけがある場合） 

□ 現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消され

る 

３．安全 

災害への備え 

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する 

地球環境の保全 ● 対象道路の整備により削減される自動車からの CO2 排出量 

● 現道等における自動車からの NO2 排出削減率 

● 現道等における自動車からの SPM 排出削減率 

□ 現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待される区

間がある 

４．環境 

生活環境の 

改善・保全 

□ その他、環境や景観上の効果が期待される 

□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと

の関係 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている 

５．その他 

その他 □ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される 
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事 業 名 八条坊門
はちじょうぼうもん

立体
りったい

交差
こう さ

 事業種別 二次改築 

再評価実施時点における評価指標該当項目  
１．活 力～円滑なモビリティの確保～ 

 ○現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

  ・八条坊門立体交差区間の渋滞損失時間は約 4,400 人・時間である。 

  ・当該事業により渋滞損失時間は約 1,300 人・時間（30％）削減される。

４．環 境～地球環境の保全～ 

 ○対象道路の整備により削減される自動車からの CO2 排出量 

  ・整備前の CO2 排出量は約 405,800t である。 

  ・当該事業により、CO2 の排出量は約 1,500t（1％）削減される。 

４．環 境～生活環境の改善・保全～ 

 ○現道等における自動車からの NO2 排出削減率 

○現道等における自動車からの SPM 排出削減率   

・当該事業により並行区間の NO2 の排出量、SPM の排出量がそれぞれ約 6

割削減される。 
事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等  

事

業

を

め

ぐ

る

社

会

情

勢

等 
八条坊門立体交差の沿線地域では、人口推移はほぼ横ばい傾向であるもの

の、京都を訪れる観光入込客数は、年々増加傾向にあります。また、ＪＲアン

ダーパス部分では、大型車両の通行が不可能であるため、並行路線の大型車混

入率が増加傾向となっています。 

事
業
採
択
時
の
費
用
対 

効
果
分
析
の
要
因
の
変
化 

○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝２．２（事業全体） 
○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝１０．９（残事業） 
（基準年次：平成１７年、検討年次４０年間で算出） 

コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案 

立
案
等
の
可
能
性 

八条坊門立体交差のうち、高瀬川以北を除く北向き車線（２車線）は既

に対面通行で供用しており、隣接する住宅地区改良事業との整合を図った

合理的な計画となっていることから、引き続き現計画に基づき事業を推進

します 

また、残事業区間の施工にあたっては、コストの縮減に努めながら事業

を推進します。 
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事 業 名 八条坊門
はちじょうぼうもん

立体
りったい

交差
こう さ

 事業種別 二次改築 

地

方

公

共

団

体

等

の

意

見 

 

平成１０年８月 京都市長が八条坊門立体交差事業の促進を要望。 

対 
 
応 
 
方 
 
針 

（原案）事業継続 
（理由） 

一般国道２４号は、京都市都心部と京都市南部地域を連絡する道路で

す。 

八条坊門立体交差は、国道２４号の隘路区間の解消、交通利便性の向上

を図るとともに、地域づくりの支援のため、早期整備が求められています。

今後とも、引き続き事業を推進し、平成１９年度の供用を目指します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


